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東日本大震災により、放射能汚染という新たな問題が提起されました。かつて著者が翻訳刊
行した『如何にして放射能から身を守るべきか』、『公害事典』さらに『水質汚染防止と産業廃液
処理』、それぞれの放射能にかかわる項目が、今日の世界に即応しており、それらを基に書き
直して、本書「環境工学より見た放射能リスク今昔」の刊行に至りました。 

ここでは、放射能についての今昔として、廃棄物処理・処分の立場から放射能汚染についてア
プローチし、少しでも真実に近づこうとしながら、廃棄物処理に関心を持つ方々を対象に書か
れています。  

「環境工学より見た 

放射能リスク今昔」  
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